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国後島出身の元島民、久保幸雄さん（右から3人目）ら3世代を取材するウラ

ジーミル・コズロフ監督（左）＝北海道根室市で2022年9月27日（「NEMURO

（仮）」製作委員会提供） 

  北方領土・国後島を舞台にしたドキュメンタリー映画「KOUNACHIR（ク

ナシリ）」を撮影したフランスの映画監督、ウラジーミル・コズロフ氏（66

）が来日し、続編映画のパイロット版製作のため北海道根室市などで9月30日

まで2週間ロケを行い、元島民ら約10人を撮影した。続編のタイトルは「

NEMURO（ネムロ）」で、「順調にいけば2年後には完成させたい」と意気込

む。  コズロフ監督は「強制送還された元島民の多く暮らす根室を舞台に、

反戦を訴える映画にしたい」と撮影の狙いを語った上で、「背景にはウクラ

イナ戦争がある。戦争より怖いものはない」とも話した。  「四島交流も（

日露の）平和条約交渉も止まった。ひどいことだ」とコズロフ監督は憤りを

隠さない。「国後で日本語を教えているロシア人男性は『日本の友人と会え

ないのがとてもつらい』とメールを送ってきた。賢明でない政治のおかげで

、双方（の国民）が苦悩している」とも指摘した。  現在はフランス在住の

コズロフ監督は、1991年に旧ソ連が崩壊する1週間前に、旧ソ連のベラルーシ
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から逃れた過去をもつ。当時35歳。「パスポート更新のため（独裁政権下の

ベラルーシに）行かなければならないが、戻れるかどうかの保証はない」と

いう微妙な境遇にある。実妹はいまも首都ミンスクに暮らす。「帰りたい。

でも帰れない」。それだけに「元島民の心情に重なるのです」と元島民に心

を寄せる。  今回の「ネムロ」の撮影では目が不自由な国後島の元島民、久

保幸雄さん（87）を取材した。自由訪問で古里に戻った久保さんから「にお

いと聴覚で古里を感じた」との言葉を引き出した。  「元島民の表情を見て

いると、（日本語が理解できなくても）感情が湧き出てくるのが分かる」と

手応えを語る。元島民の高齢化は著しく、「ここ何年かが最後のチャンス」

と考えていたという。パイロット版を製作後、スポンサーを募って資金を集

めて来年2月と7月に本編を撮影し、順調に進めば2024年に完成させたいとし

ている。  戦争をテーマに両国の立場から捉えた映画は、米国のクリント・

イーストウッド監督の「父親たちの星条旗」「硫黄島からの手紙」（いずれ

も06年）が有名だが、コズロフ監督は「そういう作品があるのを知らずに、

最初から2本の映画を撮るつもりでいた」と打ち明けた。  そのうえで、北方

領土問題について「（ロシアからみると）国後は国境の島で、対岸には強制

送還された元島民が多く身を寄せた根室がある。だから続編は根室に暮らす

元島民や子孫の視点で撮りたいと思った」と語り、根室海峡をはさんだ両岸

から各1本撮ることにこだわったという。  ロシアのウクライナ侵攻後、コズ

ロフ監督は根室に住む親しい友人に「前作にはある種の予言的な要素があり

、軍事化、不寛容、侵略など今日のウクライナ侵攻を予見していた」とのメ

ールを送り、来日のチャンスをうかがっていた。  前作の「クナシリ」は13

年のロケハン後、18年5～6月に撮影し、19年に完成した。「すぐに『ネムロ

』の製作にかかりたかったが、新型コロナの感染拡大で入国がかなわず今日

に至った」という。【本間浩昭】 
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